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１．目標指標（PLAN）

２．主な取組の評価（DO・CHECK)

(1) 下水道などの汚水処理の普及

(2) 下水道などへの接続による水洗化の促進

(3) 広域化・共同化の促進

(4) 下水道施設の適正な維持管理

(5) 雨水の浸水被害防止・軽減対策

３．結果と今後の方向性（ACTION）

A
汚水処理の普及、接続推進により下水道の利用を促進し、農業集落排水施設やコミュ
ニティプラント施設を公共下水道への接続などにより、広域化・共同化を推進し効率
的な経営を目指し、ストックマネジメント計画に基づき適正な維持管理をおこなってい
く

昨年度実施結果 課題

進捗状況
（S:躍進中、A：予定通り、B：遅れ気味）

今後の方向性

西一色地区の浸水対策事業のため基本計画の策定及び河川
管理者との事前の協議を行った

西一色地区の浸水対策事業に必要となる用地の確保などの
地元調整及び愛知県が実施を予定している境川の堤防を締
め切る工事との施工時期や構造の調整

昨年度実施結果 課題

昨年度実施結果 課題

施設の維持管理に関する委託と定期的な設備の更新及び修
繕工事及び管路包括業務により管路の定期清掃と調査を実
施した

施設全体の老朽化が進行しており、大型機器の更新が必要
となってきている

昨年度実施結果 課題

接続調査の実施にあわせて、未接続宅に対して下水道接続
による水洗化を促した

未接続者への接続促進の効率的な方法がないこと

昨年度実施結果 課題

公共下水道へ切り替えるための基本設計及び実施設計を
行った
広域化に伴い廃止となる処理場の財産処分について関係機
関と協議を行った

財産処分に伴う協議が難航している
工事の際に支障となる水道などの占用物件との調整が必要

昨年度実施結果 課題

莇生山田地区の施設の引継ぎ及び福田池下地区の下水道処
理を開始し下水道の普及に繋げた

新たに下水道管などの汚水処理施設を設置するための予算
の確保が課題となっている

昨年度実施結果 課題

R9
目標

R10
最終目標

水洗化率 93.6% 93.7% 93.8% 93.8% 93.8% 93.9% 93.9%

指標名
R4

現状値
R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

担当課
生活環境課

取組方針 生活の基盤が整ったまちをつくろう
取組分野 下水道

施策主管部局 都市建設部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 快適で暮らしやすいまち
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担当課
生活環境課

取組方針 生活の基盤が整ったまちをつくろう
取組分野 下水道

施策主管部局 都市建設部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 快適で暮らしやすいまち

４．関連する事務事業の評価

（単位）

（単位）

3 3

R9
目標

R10
目標（指標名）

管理されている基数 基 3 3 3 3 3

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

完全になくなってしまうわけではないので、施設の運営及び
維持管理を効率的に行う。

354,400 円

R7予算額
施策内優先度 B

407,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

公共施設浄化槽点検清
掃事業

・市が管理する公共施設の浄化槽及
びし尿汲取りを点検資格並びに清
掃業の許可を持つ業者に委託する
ことにより適正管理をする。
汲取った浄化槽泥汚については、
「砂川衛生プラント」にて適正に処
理する。

現
状
維
持

・今後も、し尿の適正な管理、処理を実施するこ
とで、公衆衛生の向上と生活環境の保全を図る

生活環境課

R6決算額

100 100

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

汲取り行った対象者数
/必要な対象者数

％ 100 100 100

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

100 100

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
5,209,000 円

し尿汲取り清掃事業

・し尿の汲取り及び運搬業務を民間
業者に委託し、収集したし尿を「砂
川衛生プラント」にて適正に処理す
る。月１回計画的に収集を行う「定
額制」と溜まったら汲取る「従量制」
の二方式で行っている。

現
状
維
持

・年々一般家庭のし尿汲取り件数は減少してい
るが、業務の安定を保持するとともに廃棄物の
適正処理を推進していく。

生活環境課

R6決算額 一般廃棄物処理業等の合理化に関する特別措置法（合特法）
にのっとり対応を行う。

4,514,114 円

R7予算額
施策内優先度

関連する事務事業のR6決算総額： 4,868,514 円

関連する事務事業のR7予算総額： 5,616,000 円


